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☆公害による健康被害を許すな！
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10
月
24
日
、
此
花
会
館
・
梅
花
殿

に
て
道
路
公
害
反
対
運
動
大
阪
交
流

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
に

は
、
第
２
京
阪
道
路
や
阪
神
高
速
淀

川
左
岸
線
な
ど
の
道
路
運
動
関
係
者

や
、
公
害
患
者
の
会
な
ど
約
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
兵
庫
医
大
教
授
島
正

之
先
生
の
「
Ｐ
Ｍ
2.5
と
健
康
影
響
」

と
題
す
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
今
年
３
月
に
開
通
し

た
第
２
京
阪
道
路
の
運
動
の
成
果
」

「
淀
川
左

岸
線
正
蓮

寺
川
高
速

道
路
の
換

気
所
脱
硝

装
置
の
設

置
実
現
を

め
ざ
す
取

り
組
み
」

の
２
つ
の

特
別
報
告

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

島
先
生

は
、「
微

小
粒
子
状

物
質
（
Ｐ

第
２
京
阪
道
路
は
、
１
９
６
９
年

に
都
市
計
画
決
定
が
行
わ
れ
、
１
９

７
２
年
に
枚
方
市
東
部
地
域
か
ら
住

民
運
動
が
立
ち
上
り
、
以
降
、
沿
線

４
市
で
活
発
な
住
民
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
高
速
道
路
が
６
車
線
、

一
般
道
路
が
２
〜
４
車
線
の
巨
大
な

道
路
に
対
し
、
①
高
架
部
分
は
シ
ェ

ル
タ
ー
で
覆
い
、
②
掘
割
部
分
は

フ
タ
か
け
を
し
、
③
脱
硝
装
置
を
設

置
せ
よ
、
の
３
要
求
を
掲
げ
ま
し
た
。

要
求
は
全
面
的
に
勝
ち
取
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
成

果
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
環

境
対
策
と
し
て
、
17
ｍ
の
環
境
施
設

帯
（
植
樹
帯
・
副
道
・
自
転
車
歩
行

者
道
）、
８
ｍ
の
遮
音
壁
設
置
、
低

騒
音
舗
装
の
実
施
、
裏
面
吸
音
板
の

設
置
、
掘
割
部
分
の
フ
タ
か
け
・
ト

ン
ネ
ル
化
と
そ
の
上
部
に
公
園
実
現
、

高
架
下
の
活
用
、
各
市
２
箇
所
の
環

境
測
定
局
設
置
な
ど
で
す
。
開
通
後

の
環
境
監
視
が
今
後
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

つ
づ
い
て
「
公
害
ま
き
ち
ら
し
は

ご
め
ん
！
換
気
所
に
は
脱
硝
装
置
を

と
り
つ
け
よ
！
」
に
つ
い
て
正
連
寺

川
区
民
の
会
の
瀬
戸
和
正
氏
が
報
告

し
ま
し
た
。

Ｍ
2.5
）
は
、
粒
子
状
物
質
の
中
で
も

粒
径
2.5
μ
ｍ
以
下
の
微
小
な
も
の
。

呼
吸
器
系
の
深
部
ま
で
到
達
し
や
す

く
、
粒
子
表
面
に
様
々
な
有
害
成
分

が
吸
収
・
吸
着
さ
れ
て
い
る
こ
と
等

か
ら
健
康
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
」
と
の
話
を
皮
切
り
に
、「
欧
米

諸
国
に
お
け
る
微
小
粒
子
状
物
質
の

健
康
影
響
に
関
す
る
疫
学
研
究
」「
微

小
粒
子
状
物
質
曝
露
影
響
調
査
（
環

境
省
、
２
０
０
７
年
）
で
行
っ
た
疫

学
研
究
」「
近
年
の
疫
学
研
究
の
特

徴
と
今
後
の
課
題
（
米
国
に
お
け
る

環
境
基
準
改
定
の
動
向
）」
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、「
一
般
大
気
環
境
レ
ベ

ル
の
Ｐ
Ｍ
2.5
濃
度
と
循
環
器
系
・
呼

吸
器
系
疾
患
な
ど
と
の
関
連
性
が
し

め
さ
れ
て
い
る
」「
健
康
被
害
を
未

然
に
防
ぎ
、
国
民
の
生
命
を
守
る
た

め
に
は
、
大
気
中
Ｐ
Ｍ
2.5
濃
度
の
低

減
を
図
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
３
月
に
全
線
開
通
し
た
第
２

京
阪
道
路
に
つ
い
て
、
第
２
京
阪
国

道
公
害
反
対
連
絡
会
議
坂
野
光
雄
事

務
局
長
が
、
こ
の
間
の
住
民
運
動
の

経
過
、
運
動
の
成
果
、
今
後
の
課
題

な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

国
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
大
気
中
Ｐ
Ｍ
　
濃
度
の
低
減
を
！

／ 

道
路
公
害
反
対
運
動
大
阪
交
流
集
会
よ
り

2.5

国
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
大
気
中
Ｐ
Ｍ
　
濃
度
の
低
減
を
！

2.5

10
24

都
市
計
画
決
定
（
１
９
８
６
年
）

当
初
は
、
掘
割
構
造
だ
っ
た
同
道
路

は
、「
公
害
も
ち
こ
み
反
対
」
の
住

民
運
動
で
「
全
面
ふ
た
か
け
」
へ
と

計
画
変
更
。
出
入
口
に
は
ト
ン
ネ
ル

内
の
排
気
ガ
ス
を
外
に
出
す
換
気
所

が
設
置
さ
れ
ま
す
。
日
量
3
万
１
５

０
０
台
の
自
動
車
排
ガ
ス
を
上
空
１

０
０
㍍
ま
で
吹
き
上
げ
て
拡
散
さ
せ

る
と
い
う
公
害
ま
き
ち
ら
し
計
画
に

住
民
が
反
発
、
阪
神
高
速
株
式
会
社

に
脱
硝
装
置
の
設
置
を
要
求
し
て
き

ま
し
た
。
阪
神
高
速
は
１
９
９
１
年

に
は
、
住
民
側
に
「
脱
硝
装
置
が
実

用
化
さ
れ
れ
ば
ふ
た
か
け
す
る
こ
と

は
既
に
約
束
し
て
い
る
」
と
の
約
束

文
書
ま
で
出
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
２
０
０
９
年
、「
換
気
所
周
辺
の

大
気
環
境
が
改
善
さ
れ
た
〜
二
酸
化

窒
素
の
環
境
基
準
上
限
値
を
下
回
っ

た
〜
の
で
脱
硝
装
置
は
不
要
」
と
言

い
出
す
始
末
。
住
民
側
は
緊
急
の
署

名
運
動
や
住
民
集
会
を
開
催
し
て
会

社
に
約
束
ど
お
り
脱
硝
装
置
を
取
り

付
け
る
よ
う
迫
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

同
区
の
市
会
議
員
全
会
派
が
「
脱
硝

装
置
取
り
付
け
な
し
に
は
建
設
は
断

じ
て
認
め
ら
れ
な
い
」
と
の
要
望
書

を
会
社
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
大
阪

市
も
「
住
民
側
の
強
い
要
望
を
会
社

に
き
ち
ん
と
伝
え
る
」（
大
阪
市
対

連
と
の
交
渉
）
と
表
明
し
て
い
る
状

況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

（
坂
野
、
上
田
）


